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１
月
７
日
、
10
日
の

「
１
１
０
番
の
日
」
を
前

に
、
武
南
警
察
署
（
署

長
＝
藤
木
渉
さ
ん
）
は

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
川
口
で

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。司会

は
池
田
あ
お
い

さ
ん
。藤木

署
長
は
来
場

者
に
「
緊
急
性
の
な

い
１
１
０
番
通
報
は
、

相
談
専
用
ダ
イ
ア
ル

『
＃
９
１
１
０
』（
警
察

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

を
利
用
下
さ
い
」
と

１
１
０
番
の
適
正
利
用

を
呼
び
か
け
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
１

日
武
南
署
長
に
委
嘱
さ

れ
た
、
東
本
郷
在
住
の

落
語
家
・
作
家
の
「
林

家
彦
三
さ
ん
」
が
上
方

落
語
「
近
日
息
子
」
を

演
じ
、
大
い
に
笑
い
を

と
っ
た
。

浦
和
東
警
察
署
の
伊

藤
め
ぐ
み
さ
ん
が
、
武

南
署
の
野
村
祐
司
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、「
怪

獣
の
花
唄
・
愛
の
花
・

愛
燦
燦
・
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」
を
披
露
し
た
。

（
写
真
右
上
）

大
勢
の
家
族
づ
れ

は
、
子
ど
も
が
白
バ
イ

に
乗
り
記
念
写
真
を

と
っ
た
り
し
た
。

ま
た
、「
１
１
０
番

の
か
け
か
た
テ
ス
ト
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
た

く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
っ
た
。

林
家
彦
三
さ
ん
は
１

日
署
長
の
感
想
を
「
感

謝
状
も
い
た
だ
き
、
悪

い
こ
と
は
絶
対
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
ね
。
素

晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
る
。

写
真
右
は
林
家
彦
三

さ
ん
と
藤
木
署
長
。

上
写
真
左
か
ら
池
田

さ
ん
、
野
村
さ
ん
。

  

武
南
警
察
署　

不
要
不
急
の
通
報
は
確
認
し
て
通
報
を
！

  

落
語
や
歌
で
１
１
０
番
は
適
正
に
！

林家彦三さんがホールで「近日息子」を演じた。

　

第
105
回
新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
初
打
ち
大
会

　

１
月
12
日
、
新
郷
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
連

合
会
（
会
長
＝
高
原
好
雄
さ
ん
）
の
初
打
ち
大
会
が

行
わ
れ
た
。
永
瀬
秀
樹
県
議
、
飯
塚
孝
行
市
議
が
激

励
に
訪
れ
た
。

　

写
真
前
列
中
央
は
高
原
会
長
と
男
女
Ａ
３
位
ま
で
、

２
列
目
は
Ｂ
３
位
ま
で
と
役
員
の
皆
さ
ん
。

　

成
績
は
４
頁
に
掲
載
。
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令
和
７
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

武
南
交
通
安
全
協
会　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　

川
口
市
防
犯
協
会

榛松町会（ 町会長＝宮原美子さん）
写真前列左から、金田寿雄さん、飯塚孝行市議、宮原美子町会長、前原

博孝市議。後列左から漆山隆さん、永瀬秀樹県議、新藤義孝衆議院議員、萩
原一寿県議、幡野茂市議。　

写真左から，野中博子さん、粕谷笑子さん、立川成吾さん、峰岸さん、ふじしまさん。

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

東本郷南町会（ 町会長＝平林仁さん）
写真前列左から、渡辺秀夫さん、飯塚孝行市議、中山久仁夫連合町会長、

前原博孝江戸袋町会長。後列左から、新藤義孝衆議院議員、石井克郎さん、
幡野茂市議、宮原美子榛松町会長、永瀬秀樹県議、桜井ひとみ峯副町会長、
平林仁町会長、山﨑一夫さん。

　

各
町
会
餅
つ
き
大
会

　

先
月
号
か
ら
の
続
き
で
す
。

　

赤
井
町
会
で
リ
ユ
ー
ス
開
催

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

　

１
周
年
記
念
と
感
謝
の
集
い　

　

赤
井
町
会
は
、
町
会

内
に
住
ん
で
い
る
人
を

対
象
と
し
た
「
不
用
品

譲
り
ま
す
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
代
表
＝
峰
岸
寅

太
郎
さ
ん
）
を
立
ち
上

げ
た
。

　

市
内
で
は
初
め
て
の

試
み
だ
そ
う
だ
。

　

不
用
品
を
上
げ
た
い

人
が
町
会
に
連
絡
し
て

登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
掲
示
板
等
で
詳
細

を
知
ら
せ
、
ほ
し
い
人

は
町
会
に
連
絡
し
、
町

会
が
物
を
運
び
相
手
が

わ
か
ら
な
い
よ
う
譲
渡

し
て
い
る
。

　

12
月
15
日
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
足
１
周
年
記
念

と
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、『
リ
ュ
ー
ス
（
再

使
用
）
記
念
感
謝
デ
ー
』

を
開
催
し
た
。

　

町
会
会
館
に
50
点
以

上
を
一
堂
に
展
示
し
、

見
て
触
っ
て
何
点
で
も

無
償
で
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
る
展
示
譲
渡
会

を
行
っ
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
ー

ナ
ー
・
シ
ャ
ワ
ー
ト
イ

レ
・
回
転
い
す
・
キ
ャ

リ
ー
カ
ー
ト
・
ゴ
ル
フ

練
習
器
具
・
ベ
ビ
ー
歩

行
器
・
自
転
車
・
空
気

清
浄
機
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
・
健
康
器
具
・
油

絵
・
食
器
類
・
加
湿
器
・

数
々
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

や
Ｃ
Ｄ
等
が
展
示
さ
れ
、

新
品
未
使
用
品
も
多
く

あ
っ
た
。

　

大
盛
況
に
「
不
用
品

で
も
欲
し
い
人
に
は
宝

物
で
す
。
喜
ん
で
も
ら

え
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
微
笑
む
峰
岸
さ
ん
。

　

視
察
し
た
、
ふ
じ
し

ま
と
も
子
川
口
市
議
は

「
完
全
無
料
で
凄
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い
ま

す
」
と
。

　
「
不
用
品
情
報
」
は
回

覧
板
、
町
会
Ｈ
Ｐ
、
サ

ミ
ッ
ト
赤
井
店
、
川
信

赤
井
店
、
ス
ギ
ヤ
マ
歯

科
医
院
、
赤
井
歯
科
医

院
な
ど
に
お
知
ら
せ
し

て
あ
る
。
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守
ろ
う
よ　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

子
の
未
来　

武
南
警
察
署　
　
　
　

 　

と
い
う
電
話
は
詐
欺　
　
　

武
南
警
察
署

12
月
8
日
、
江
戸
袋

町
会
（
町
会
長
＝
前
原

博
孝
さ
ん
）
は
、
防
災

訓
練
を
江
戸
袋
公
園
で

開
催
し
た
。

新
藤
義
孝
衆
議
院
議

員
は
「
訓
練
で
き
な
い

事
は
本
番
で
出
来
な
い
。

訓
練
が
大
事
で
あ
り
訓

練
を
す
る
中
で
自
分
が

何
を
す
る
か
が
わ
か
り

ま
す
よ
ね
」
と
激
励
さ

　

川
口
市
と
、
共
催
で

拉
致
問
題
を
考
え
る
川

口
の
会
（
代
表
＝
前
原

博
孝
さ
ん
）
は
、
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
事
業
に
合
わ
せ
、

12
月
12
日
～
16
日
、「
拉

致
被
害
者
・
特
定
失
踪

者
写
真
展
」を
、キ
ュ
ポ
・

ラ
で
開
催
し
た
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
の

た
め
に
は
、
国
民
世
論

の
盛
り
上
が
り
が
大
変

重
要
で
あ
り
、
拉
致
問

題
に
対
す
る
関
心
を
喚

起
す
る
た
め
署
名
活
動

を
行
っ
た
。

　

写
真
左
か
ら
、
新
藤
義

孝
代
議
士
秘
書
の
菊
地
博

さ
ん
、
本
間
勝
さ
ん
、
前

原
博
孝
さ
ん
、
横
山
木
三

子
さ
ん
。

確定申告代行　還付･相続税等

(書類作成前の初回相談無料)
若林浩明税理士事務所
「若林浩明税理士　川口」で検索👈👈👈👈
川口市安行原2417-2　048-298-0701

拉致被害者・特定失踪者写真展
　

江
戸
袋
町
会
防
災
訓
練

れ
た
。お餅

や
景
品
も
多
数

だ
さ
れ
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
、

田
崎
一
さ
ん
・
中
村
浩

幸
さ
ん
。
後
列
左
か
ら

新
井
康
彦
新
郷
分
署
長
、

新
藤
義
孝
代
議
士
、
前

原
博
孝
さ
ん
、
永
瀬
秀

樹
県
議
、
青
木
信
用
金

庫
江
戸
袋
支
店
長
藤
波

正
人
さ
ん
。　
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最
近
、
私
は
太
陽
神

経
叢
に
チ
ク
チ
ク
す
る

よ
う
な
焼
け
る
よ
う
な

痛
み
が
あ
り
、
食
べ
物

が
き
ち
ん
と
消
化
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
、

口
の
中
が
酸
っ
ぱ
い
味

が
し
ま
す
。

喉
の
痛
み
、
何
か
が

詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

感
覚
、
嚥
下
困
難
な
ど

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

胃
食
道
逆
流
症
に
苦
し

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

原
因
は
、
下
部
食
道

括
約
筋
の
弛
緩
、
胃
の

入
り
口
の
筋
肉
、
ま
た

は
食
道
の
動
き
で
あ
る

蠕
動
運
動
の
低
下
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（324）

ま
た
、
食
べ
過
ぎ
や

便
秘
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
人
は
、
胃
に
問
題
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

こ
の
圧
力
の
増
加
に

よ
り
、
胃
酸
が
逆
流
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

胃
食
道
逆
流
症
の
一

般
用
薬
に
つ
い
て
は
、

H2
遮
断
薬
が
40
～
70%

の
有
効
性
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師

　
　
　

中
山  

久
仁
夫

胃
食
道
逆
流
症

あ
と
が
き

新
郷
長
寿
ク
ラ
ブ
研
修
旅
行

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

名
刺
広
告
に
ご
協
力

下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
郷
新
聞
制
作
費
に

当
て
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
号
で
掲
載
出
来

な
か
っ
た
記
事
は
来
月

号
で
掲
記
い
た
し
ま
す
。 ☎

歯
科
医
の
風

　

食
事
を
お
い
し
く
た
べ

る
に
は
、
歯
や
お
口
の
中

が
健
康
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て

も
誰
か
と
一
緒
に
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
が
良
い
で

す
。

　

去
年
の
暮
れ
の
押
し
せ

ま
っ
た
頃
の
食
事
会
で
年

賀
状
の
話
題
に
な
り
、
あ

の
わ
ず
ら
わ
し
さ
は
大
変

な
の
で
も
う
止
め
た
い
と

か
、
は
が
き
代
が
値
上
が

り
し
85
円
に
な
っ
て
金
額

が
無
視
で
き
な
い
な
ど
出

し
た
く
な
い
ム
ー
ド
で
し

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
年
一
回
の
や

り
と
り
で
多
少
大
変
な

作
業
で
す
が
私
の
場
合
は

や
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
の
如
く
、
多
く
の

人
と
年
賀
状
の
や
り
と
り

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
作
成
す
る

時
も
受
け
取
っ
た
年
賀
状

を
読
む
と
き
も
、
長
い
時

間
が
止
ま
っ
て
そ
の
人
と

の
お
付
き
合
い
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。

　

私
の
よ
う
な
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
を
す
る
よ

う
な
年
齢
に
な
る
と
、
そ

の
内
容
は
喪
中
、
年
賀
状

は
今
年
限
り
、
仕
事
を
お

し
ま
い
に
し
た
、
ま
だ
仕

事
し
て
い
る
の
か
？

家
族
が
増
え
た
な
ど
の
近

況
報
告
で
す
。

　

１
年
に
た
っ
た
１
通
だ

け
の
普
通
な
ら
、
な
ん
だ

そ
れ
だ
け
か
と
い
う
よ
う

な
お
知
ら
せ
で
も
、
今
ま

で
共
に
生
き
て
き
た
証
み

た
い
な
も
の
が
わ
い
て
き

て
ほ
の
ぼ
の
し
た
気
分
に

な
り
ま
す
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
は
、

た
く
さ
ん
あ
る
そ
の
他
の

生
き
が
い
の
中
で
も
最
も

大
事
な
も
の
な
の
だ
と
再

確
認
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
改
め
て
、
私
の

生
活
の
中
で
関
係
の
あ
る

多
く
の
人
と
の
心
の
つ
な

が
り
を
さ
ら
に
大
事
に
し

て
、
充
実
し
た
１
年
を
過

ご
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 　　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

　

赤
井
の
特
別
支
援
学
校
を
視
察

　

新
郷
長
寿

ク
ラ
ブ
連
合

会
（
会
長
＝

金
田
寿
雄
さ

ん
）
は
11
月

26
日
か
ら
27

日
、
福
島
県

い
わ
き
湯
本

温
泉
方
面
に

研
修
旅
行
を

行
っ
た
。

　
「
塩
屋
埼
灯

台
下
、
美
空

ひ
ば
り
『
み

だ
れ
髪
』
記

念
歌
碑
、
小

名
浜
港
等
す

て
き
な
景
色

を
見
て
の
研

修
旅
行
。
宿

は
湯
本
温
泉

で
大
人
気
の

『
浜
と
く
』。

お
い
し
い
食

事
・
お
酒
を

味
わ
い
、
み

ん
な
で
楽
し

く
語
り
合
い
、

素
晴
ら
し
い

研
修
旅
行
で

あ
っ
た
」
と

金
田
さ
ん
。

　

写
真
同
会

提
供
。

　

11
月
27
日
、
ふ
じ
し

ま
と
も
こ
市
議
会
議
員

と
松
本
さ
ち
え
市
議
会

議
員
が
、
赤
井
町
会
内

に
あ
る
、
開
校
50
年
を

迎
え
る
県
立
川
口
特
別

支
援
学
校
（
校
長
＝
山

口
伸
一
郎
さ
ん
）
を
視

察
し
た
。

　

同
学
校
は
児
童
・
生

徒
が
増
え
過
密
化
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
開
校
当
時
よ
り
も

３
倍
以
上
が
在
籍
し
て

い
る
た
め
、
県
は
現
在

同
敷
地
内
に
、
昨
年
の

夏
よ
り
校
舎
の
増
設
工

事
を
始
め
て
い
る
。
完　写真左は松本さちえ市議と、ふじしまともこ市議。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

◆
男
子
A
▽
優
勝
＝
富

家
秀
之
▽
２
位
＝
高
橋

信
雄
▽
３
位
＝
及
川
功

▽
ベ
ス
グ
ロ
＝
高
木
国

男
。

◆
男
子
B
▽
優
勝
＝
西

田
政
治
▽
２
位
＝
松
井

右
次
▽
３
位
＝
樋
田
武

雄
。

◆
女
子
A
▽
優
勝
＝
石

井
幸
子
▽
２
位
＝
山
中

賀
代
子
▽
３
位
＝
辰
野

美
佐
子
▽
ベ
ス
グ
ロ
＝

辰
野
美
佐
子
。

◆
女
子
B
▽
優
勝
＝
鈴

木
幸
子
▽
２
位
＝
山
田

登
美
子
▽
３
位
＝
白
鳥

弘
子
。（
敬
称
略
）

新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
初
打
ち
大
会

　
　

訂
正
と
お
詫
び

　

12
月
25
日
付
３
頁
、

飯
塚
孝
行
市
議
「
議
会

報
告
」の
写
真
説
明
で
、

鴇
田
勇
喜
さ
ん
を
鴇
田

勇
さ
ん
に
、
中
里
勝
之

助
さ
ん
を
中
里
貞
治
さ

ん
に
訂
正
し
て
、
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

編
集
部

榛
松
中
吹
奏
楽
部

　
　
　
　

演
奏
会

　

椎
の
葉
コ
ン
サ
ー
ト

✲
日
：３
月
20
日（
祝
日
）

✲
時
：
14
：
00
開
演

✲
所
：
榛
松
中
体
育
館

✲
入
場
無
料　

✲
曲
目
：
日
本
愛
唱
歌

ア
ル
バ
ム
・
学
園
天
国
他 

✲ 

榛
松
中
（
２
８
４
）

２
４
１
４（
平
澤
・
小
林
）

お
知
ら
せ

成
す
る
と
16
教
室
が
設

置
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

過
密
化
の
中
「
１
人

１
人
を
大
切
に
す
る
学

校
づ
く
り
宣
言
」
の
も

と
児
童
生
徒
が
、
自
分

の
人
生
を
よ
り
豊
か
に

し
て
い
く
学
校
作
り
を

基
本
に
し
た
教
育
実
践

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　

ふ
じ
し
ま
さ
ん
は
「
先

生
方
に
学
校
中
案
内
し

て
い
た
だ
き
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
明
る
く
朗
ら
か

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
方
の
努
力
の
賜
物

と
感
謝
申
し
ま
す
」
と
。

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　　　　　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
73
回
演
奏
会

✲
日
：
２
月
８
日
（
土
）

✲
時
：
14
：
30
開
演

✲
所
：
新
郷
公
民
館

✲
入
場
料
無
料　

✲
曲
目
：
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
四
重
奏
曲 

・
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
組
曲
他

✲
問
：
事
務
局
０
８
０

（
１
０
４
２
）
９
１
２
３　
　

　
　
　
　
　
　

桑
原


